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第
十
一
章

外
部
交
通

（
面
会
の
相
手
方
の
届
出
）

第
五
十
一
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
に
対
し
、
面
会
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
届
け
出
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
及
び
職
業

二

自
己
と
の
関
係

三

予
想
さ
れ
る
面
会
の
目
的

四

そ
の
他
少
年
院
の
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

２

少
年
院
の
長
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
在
院
者
に
対
し
、
同
項
各
号
に
掲

げ
る
事
項
を
証
明
す
る
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
又
は
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
面
会
の
申
出
書
の
提
出
）

第
五
十
二
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
と
の
面
会
の
申
出
を
す
る
者
に
対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
出
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
及
び
職
業

二

面
会
を
希
望
す
る
在
院
者
の
氏
名
及
び
そ
の
者
と
の
関
係

三

面
会
の
目
的

２

少
年
院
の
長
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
在
院
者
と
の
面
会
の
申
出
を
す
る

者
に
対
し
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
明
す
る
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
又
は
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
面
会
の
相
手
方
の
確
認
）

第
五
十
三
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
と
の
面
会
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
在
院
者
に
対
し
て
、
そ
の
申
出
を
し

た
者
の
氏
名
及
び
在
院
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
面
会
の
相
手
方
の
人
数
の
制
限
）

第
五
十
四
条

法
第
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
在
院
者
の
面
会
（
宿
泊
面
会
を
除
く
。）の
相
手
方
の
人
数
に
つ

い
て
制
限
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
人
数
は
、
三
人
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
面
会
の
場
所
の
制
限
）

第
五
十
五
条

在
院
者
の
面
会
の
場
所
は
、
少
年
院
の
長
が
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
面
会
の
日
の
制
限
）

第
五
十
六
条

少
年
院
の
長
は
、
そ
の
少
年
院
に
お
い
て
面
会
（
付
添
人
等
（
付
添
人
又
は
在
院
者
若
し
く
は
そ
の
保

護
者
の
依
頼
に
よ
り
付
添
人
と
な
ろ
う
と
す
る
弁
護
士
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
弁
護
人
等
（
弁
護
人
又
は
刑
事

訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
弁
護
人
と
な
ろ
う
と
す
る
者
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）と
の
面
会
及
び
宿
泊
面
会
を
除
く
。）を
許
す
日
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て「
面
会
日
」

と
い
う
。）を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

一
月
に
つ
き
面
会
日
と
し
て
定
め
る
日
数
は
、
そ
の
月
の
日
数
か
ら
そ
の
月
の
第
二
十
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ

る
日
の
日
数
を
差
し
引
い
た
日
数
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。

３

各
月
の
面
会
日
は
、
そ
の
月
の
初
日
の
一
月
前
ま
で
に
在
院
者
に
告
知
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
月
の
初
日
の
一
月

前
か
ら
少
年
院
の
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
方
法
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
告
す
る
も
の
と
す
る
。

（
面
会
の
時
間
帯
の
制
限
）

第
五
十
七
条

法
第
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
在
院
者
の
面
会
（
宿
泊
面
会
を
除
く
。）の
時
間
帯
に
つ
い
て
制

限
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
時
間
は
、
一
日
に
つ
き
六
時
間
（
第
二
十
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
日
を
面
会
日
と
し

て
定
め
る
と
き
は
、
四
時
間
）
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
面
会
の
時
間
の
制
限
）

第
五
十
八
条

法
第
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
在
院
者
の
面
会
（
宿
泊
面
会
を
除
く
。）の
時
間
に
つ
い
て
制
限

を
す
る
と
き
は
、
そ
の
時
間
は
、
三
十
分
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
面
会
の
申
出
の
状
況
、
面
会
の
場

所
と
し
て
指
定
す
る
室
の
数
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
十
分
を
下
回
ら
な
い

範
囲
内
で
、
三
十
分
を
下
回
る
時
間
に
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
面
会
の
回
数
の
制
限
）

第
五
十
九
条

少
年
院
の
長
は
、
法
第
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
面
会
の
回
数
の
制
限
は
、
被
告
人
又
は
被
疑

者
と
し
て
の
権
利
の
保
護
又
は
訴
訟
の
準
備
そ
の
他
の
権
利
の
保
護
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
面
会
以
外
の
面
会

に
つ
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
面
会
の
相
手
方
の
遵
守
事
項
の
掲
示
）

第
六
十
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
の
面
会
の
相
手
方
（
付
添
人
等
又
は
弁
護
人
等
を
除
く
。）が
遵
守
す
べ
き
次
に

掲
げ
る
事
項
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
少
年
院
内
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
九
十
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

二

法
第
九
十
四
条
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
内
容
の
発
言
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
。

（
宿
泊
面
会
の
実
施
方
法
等
）

第
六
十
一
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
に
宿
泊
面
会
を
さ
せ
る
場
合
に
は
、
宿
泊
面
会
の
日
時
を
指
定
す
る
も
の
と

す
る
。

２

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
に
宿
泊
面
会
を
さ
せ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
在
院
者
及
び
そ
の
宿
泊
面
会
の
相

手
方
が
宿
泊
面
会
に
関
し
遵
守
す
べ
き
事
項
を
定
め
、
こ
れ
を
そ
の
在
院
者
に
告
知
し
、
及
び
そ
の
宿
泊
面
会
の
相

手
方
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

少
年
院
の
長
は
、
宿
泊
面
会
を
さ
せ
る
在
院
者
及
び
そ
の
宿
泊
面
会
の
相
手
方
が
、
少
年
院
の
職
員
の
指
示
に
従

わ
な
い
と
き
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
遵
守
す
べ
き
事
項
を
遵
守
し
な
い
と
き
、
そ
の
他
そ
の
宿
泊
面
会
を
継

続
す
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
宿
泊
面
会
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
信
書
の
発
受
の
相
手
方
の
届
出
）

第
六
十
二
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
に
対
し
、
信
書
を
発
受
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
届
け
出
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
及
び
職
業

二

自
己
と
の
関
係

三

予
想
さ
れ
る
信
書
の
発
受
の
目
的

四

そ
の
他
少
年
院
の
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

２

第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
求
め
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
信
書
の
作
成
要
領
の
制
限
）

第
六
十
三
条

法
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
在
院
者
が
発
す
る
信
書
（
委
員
会
に
対
し
て
提
出
す
る
書
面
並
び

に
法
第
百
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
及
び
苦
情
の
申
出
の
書
面
を
除
く
。）の
作
成
要
領
に
つ
い
て
の
制
限
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項（
付
添
人
等
又
は
弁
護
人
等
に
対
し
て
発
す
る
信
書
に
つ
い
て
は
、第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）

に
つ
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一

信
書
の
用
紙
及
び
封
筒
の
規
格
並
び
に
信
書
の
作
成
に
用
い
る
筆
記
具
の
種
類

二

一
通
の
信
書
に
用
い
る
用
紙
の
枚
数

三

一
枚
の
用
紙
に
記
載
す
る
字
数
そ
の
他
信
書
の
検
査
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
必
要
な
記
載
方
法

２

在
院
者
が
発
す
る
信
書
に
用
い
る
用
紙
の
枚
数
に
つ
い
て
制
限
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
枚
数
は
、
五
枚
を
下
回
っ

て
は
な
ら
な
い
。

３

在
院
者
が
発
す
る
信
書
の
一
枚
の
用
紙
に
記
載
す
る
字
数
に
つ
い
て
制
限
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
字
数
は
、
四
百

字
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
信
書
の
発
信
の
申
請
の
日
及
び
時
間
帯
の
制
限
）

第
六
十
四
条

少
年
院
の
長
は
、
法
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
在
院
者
が
す
る
信
書
の
発
信
の
申
請
の
日
及
び

時
間
帯
に
つ
い
て
制
限
を
す
る
場
合
に
も
、
緊
急
の
発
信
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
発
信
の
申
請
を
受
け
付
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
発
信
を
申
請
す
る
信
書
の
通
数
の
制
限
）

第
六
十
五
条

法
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
在
院
者
が
発
信
を
申
請
す
る
信
書
の
通
数
に
つ
い
て
の
制
限
は
、

次
に
掲
げ
る
信
書
以
外
の
信
書
に
つ
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一

委
員
会
に
対
し
て
提
出
す
る
書
面

二

法
第
百
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
及
び
苦
情
の
申
出
の
書
面


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